
学校紹介 ～その 53～ 

☞２学期始業式 

 ９月１日（月）始業式を行いました。 

校長先生から、「９月１日が『防災の日』と定め

られたのは、この日に関東大震災が起こったため

で、みんなも防災について考え、意識を高めてほ

しい」、「地球温暖化のため、１時間に１００ミリ

近い雨が降るのは決して珍しいことではない」と

いうお話がありました。 

 

 

 

また、「９月１６日からはいよいよ就職試験が始

まるので、しっかり準備して臨んでほしい」と話

されました。 

 

 

 

総務部長の丸尾先生からは、「福知山や広島など

で起こった水害や土砂災害は決して他人事ではな

い。いつ自分たちも被害に遭うかわからないとい

う意識を持ってほしい」、「学校周辺にも武庫川や

天神川などがあり、いつ災害に見舞われてもおか

しくない状況である」、「とにかく自分の命を守る

こと。そして、防災について家族と十分話し合っ

て、万が一家族がばらばらになったときにはどこ

に集まるかを決めておいてほしい」、「伊丹市のハ

ザードマップを是非手に入れてほしい」というお

話がありました。 

 

 

 

☞第６４回阪神丹有地区高等学校定時制生徒生活体験

発表大会について 

９月１３日（土）に「第６４回阪神丹有地区高

等学校定時制生徒生活体験発表大会」が実施され

ます。 

日時……９月１３日（土）12:30～16:30 

会場……スワンホール（伊丹市立労働福祉会館・青少年

センター） 

本校からは校内大会で選ばれた４年Ｂ組の石川

君、４年Ｃ組の山下君が出場します。この日予定

されている出場者は１６名。そのうち上位３名は、

１０月１２日（日）に予定されている県大会に出

場することになります。 

結果と発表原稿については

次号でお伝えする予定です。

ご期待ください。 

 

☞「地域と学校」サマー講座アンケート結果 

７月１０日（木）から 3 回に渡って実施された「サ

マー講座」のアンケート集約ができました。 

１．サマー講座参加人数 

日 

7 月 10 日

(木) 

官兵衛講義 

7 月 11 日

(金) 

バスツアー 

7 月 23 日

(水) 

ｱｰﾄｾﾗﾋﾟｰ 

計 

講師 1 1 1 3 

地域 10 14 2 26 

生徒 4 4 4 12 

教員 8 8 5 21 

計 23 27 12 62 
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2．アンケート結果 

①今回の講座はどこで知りましたか？ 

●市高便り(10)  ●昆陽イオンのチラシ(0)   

●地域の回覧板(12) ●地域の掲示版(15) 

②講座の内容について、どのようにお感じになり

ましたか？  

 ●非常に良かった(26)  ●良かった(0) 

●どちらともいえない(0) 

●あまり良くなかった(0) ●悪かった(0) 

③今後も講座に参加したいと思いますか？ 

 ●参加したい(26) ●参加したくない(0) 

④感想 

7/10 もっと”伊丹”を知ろう♪～荒木村重を見つめて～ 

・久しぶりに学生に戻った感じで勉強させて頂き、

先生の説明もよく理解出来大変良かったです。生

徒たちの寸劇よかったです。 

 

7/12 もっともっと”伊丹”を知るバスツアー～荒木村重・

黒田官兵衛を訪ねて～ 

・昨日の説明を聞いていましたので本日現地見学

に参り一段と興味わき楽しい一日でした。説明し

てくださった中畔様のお話が良く理解できまし

た。大変ありがとうございました。又、このよう

なサマー講座がありましたら参加いたしたく思い

ます。気持ちまで若々しくなります。 

 

7/23 アートセラピー 

・久方ぶりに高校生と一緒に同じことをしてとて

も楽しかったです。 

 

☞「地域と学校」農作業について 

 今年はキュウリが大豊作でしたが、カボチャの

できが今ひとつ……と以前お伝えしましたが、数

は少ないなりに立派なカボチャを収穫することが

できました。 

 夏の終わりは天候不順で、ちまたでは野菜が高

騰していますが、本校のサツマイモは豊作模様。    

 

丸々と太った芋が収穫できました。 

 

 

 

 

 

 

９月 １日（月）……始業式・カウンセリング 

８日（月）……カウンセリング 

  １３日（土）……阪神・丹有地区生活体験発表会 

（スワンホール） 

  １６日（火） 

 ～１９日（金）……授業公開週間（１・２時間目）  

  ２８日（日）……全商情報処理検定 

（伊丹市立伊丹高等学校） 

  ２９日（月）……カウンセリング 

 人はコミュニケーションツールとして「天気の話」

をよく用います。それは、相手のことをあまり知ら

ない場合や、話題に事欠いたときでも、「天気」が常

に共通の話題になり得るからです。 

 夏の挨拶といえば「暑いですね」が定番でしたが、

最近は「すごい雨でしたね」を使うことが増えてき

ました。 

 福知山の洪水や広島の土砂災害、栃木の竜巻など、

今夏は自然災害が各地を襲いましたが、われわれの

目には「異常」と映るこれらの自

然現象も「天」からすれば「通常」

のことなのかも知れません。 

 「天気の話」のように、常なる

備えをしておく必要があるようで

す。 


